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No. 32 (1987) 

ロソームの系でも一部のステロイドで ESR吸収の増大が認められた。

〔結論〕 内因性発癌困子として重要な役割を果たすステロイドホルモンの作用機作の一部に，

フリーラジカル及び活性酸素の関与が示唆される。

＊ 国立がんセンター研究所生物々理部

5’－Formylgriseofulvinの微生物還元

小田泰子，広田薫子，末吉裕美子，佐藤良博

〔日本薬学会第 107年会（1987年4月，京都）で発表〕

〔目的〕 放線菌 Streρtomycescinereocrocatusによる（一）－dehydrogriseofulvinとその鏡像体，

およびこれらの同族体を基質とした微生物変換反応と，これら還元反応の立体化学については，

すでに報告した。本研究は， 5にformylgriseofulvin(1）を基質とした微生物変換反応を試み，放

線菌 S.cinereocrocatusの有する還元活性を明らかとすることを目的とした。

〔結果と考察〕 S. cinereocrocatusを常法通り培養ののち，菌体を X-press処理後， 0.03M リ

ン酸緩衝液を加え遠心分離し，得られた上清右fcell-free系とし，基質に 5'-formy lgriseoful vi r l 

(1）を用い 28。Cで、 2hr incubationを行なつたO 生成物は，シリカゲルカラムクロマト分離，ア

セトン再結晶後 mp211-212°Cの白色針状結品として得た。これは， MSでm/z382に分子イオ

ンピークを認めたことなどより， 5',7＇位の還元生成物と推定した。従って， 1を MeOH中

NaBH4 で還元し， 2種の生成物（2および3）を得た。これらを，先に得た微生物変換生成物の

融点， UV, 1H-NMR, MS, CDスベクトルなどと比較し徴生物還元生成物は， 5＇α－hydroxy-

methylgriseofulvin (2）と同定した。
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